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私たちは、保護者のみなさんの就労状況に関係なく、

地域に住む子どもたちを一体的に受け入れ、
保育や教育をおこなうことが大切であると考えています。

加えて、「保育園」と「幼稚園」の特徴をそなえた保育環境を提供することが、
子どもたちの将来のためになると考えております。

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

2024.10

かしばし社協運営こども園のご紹介

https://sekiya.ka-shakyo.or.jp

〒639-0255 奈良県香芝市関屋３９６番地
tel : 0745-77-2717　fax : 0745-60-9061
e-mail : sekiya@ka-shakyo.or.jp

関屋こども園

社会福祉法人 香芝市社会福祉協議会

関屋こども園
Instagram

かしばし社協 HP

施設をご利用いただける時間

２号認定の方／３号認定の方１号認定の方
● 平　日
● 土曜日
● 平日の延長保育
 ※標準保育時間の方
 ※短時間認定の方

● 平　日
● 土曜日
● 平日の預かり保育

18時30分から19時
 7 時30分から 8 時30分
16時30分から18時30分

 7 時30分から18時30分
 7 時30分から17時

 8 時30分から14時
 8 時30分から11時30分
14時から18時30分まで

幼保連携型認定こども園

「あそび」と「まなび」がいっぱい

日々 の保育の様子を伝えています！
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設定保育（クラス・異年齢）

全員降園 全員降園

随時登園 随時登園

保育室へ 保育室へ

7:30

8:30 随時登園、保育室へ

室内外で遊ぶ 室内外で遊ぶ 室内外で遊ぶ

9:30

10:00

おやつの時間

設定保育（クラス・異年齢）クラス保育（戸外・室内）

11:15 食事の時間（準備含む）
　※年齢に合わせて随時

11:30 食事の時間（準備含む） 食事の時間（準備含む）

12:45 お昼寝の時間
　　　　　（個別に入眠）

絵本タイム 室内外で遊ぶ

お昼寝の時間

14:00 随時降園
　　（預かり保育に移行）

14:45 起床 起床

15:00 おやつの時間 おやつの時間 おやつの時間

15:30 室内で遊ぶ 室内で遊ぶ

16:30 随時降園 随時降園

18:30 延長保育 延長保育 預かり保育終了

19:00

専門講師による指導について

専門講師とともに遊び、指導を受けることで、この時期にふさわしい運動機能や豊かな
心をはぐくんでいます。

運動遊び

英語であそぼう！

遊びながら感覚機能や運動機能の発達
はもちろんのこと、集団生活に必要な
協調性や規律も育てていきます。

正しい発音にふれ、歌や手遊び、ゲー
ムを楽しみながら英語に親しむ活動を
取り入れています。

「こころもち」に寄り添う
関屋こども園のていねいな保育

「こころもち」とは、目の前の子どもの丸ごとそのままを受容しよう
とする大人との温かい関係性を基盤にした言葉です。「こころもち」の
理解は、子どもの見ている世界をともに見ようと応じること、目の前の
子どもを尊厳をもった存在として見ることにつながります。

関屋こども園では、「こころもち」に寄り添うために、「ていねいな保育」
を大切にしています。

関屋こども園が考える「ていねいな保育」とは

・子どもの気持ちをこまやかに読み取り、一人一人にきめ細かく応える

・子どもの活動にむやみに手や口を出さず、育ちを見守る

・保育者と子どもが一緒に暮らしていることを意識し、保育者の行動
から気づくことのできる環境を整える

・主体的に行動できる環境づくりを大切にする

ていねいな保育を大切にする関屋こども園は、子どもの「心」が満たさ
れ、育ち、心の育ちが豊かな未来へつながり、将来の希望へとつながる
こども園でありつづけます。

・たくさん食べて・たくさん笑い・のびのびと遊びこめる子ども
・自ら考え、進んで行動できる子ども
・自分の思いを伝えることのできる子ども
・相手の気持ちを思いやることができる子ども
・五感を通して、見たこと・感じたこと・経験したことを表現できる子ども

こども園で過ごす子どもたちは成長がとても著しく、人間形成（身体と心の成長など）の土台作り
をしています。お預かりしたお子さまの『今』を大切にし、異年齢児や同年齢児、保育者と一緒に
過ごしながら子どもたちの成長を促していけるように取り組んでいます。

目標とする子どもたちの姿

教育・保育理念

◀

▶

３号認定（0・1・2歳児） ２号認定（3・4・5歳児） １号認定（3・4・5歳児）３号認定（0・1・2歳児） ２号認定（3・4・5歳児） １号認定（3・4・5歳児）

園での１日の過ごし方園での１日の過ごし方



その他の行事

幼児クラス行事

●こどもの日のつどい
●春の遠足

●運動会（3.4.5歳児）★
●秋の参観★

●誕生会（毎月）・身体計測（毎月）
●異年齢交流ハッピーデー ●健康診断 ●敬老の日動画撮影
●尿検査 ●避難訓練 ●交通安全教室 ●消防訓練 ●防犯教室

＊3.4.5歳児　＊＊4.5歳児　＊＊＊5歳児
●＊運動あそび ●＊動きのリズム ●＊お話ローソクの会
●＊＊英語であそぼう ●＊＊芋ほり ●＊＊みかん狩り
●＊＊＊夜までわくわく保育 ●＊＊＊お別れ遠足

●みかん狩り
みかん園へ行き、たくさん

の

　みかんを採って食べ、楽
しみます♪

●夜までわくわく保育年長クラスの行事です♪夜のこども園で楽しいことがたくさん♪　　　とっても楽しい時間です♪

●お芋ほり
春に植えたサツマイモを収穫します♪

●生活発表会
子どもたちが舞台に立ち　　歌や踊り、劇などを発表します★

●作品展
子どもたちが作った作品を

　　　　　　お楽しみくだ
さい★

●おもちつき
みんなでお餅つきを楽しみます♪

●水・プール
あそび

水遊びをします
。

　　天候に
応じて幼児クラ

スは

　　　　　
プール遊びを

します。

●夏まつり
年長クラスが中心となり
　　いろいろなお店を開きます★

　　　　園内全体でおまつりを
します

●春の遠足
進級してはじめての遠足★
近隣の公園やお散歩を楽しみます♪

●こどもの日のつどい

相撲やこいのぼりの玉入れなど

　子どもの日にちなんだ遊びをしま
す。

●秋の遠足
お友だちと一緒に
　　園外へ遠足に出かけます♪

●収穫祭
収穫したサツマイモや
　　　新米のおにぎりなど

　　　　　秋の味覚を楽しみま
す♪

主な年間行事

４月

５月

２月

楽しい行事がもりだくさん！
季節を感じ、さまざまな経験をしながら一年を過ごします

★印は保護者参加行事になります １２月９月

１０月

１月

３月

１1月

６月

７月

●入園式★
●入園・進級おめでとう会
●春の参観★

●歯科検診
●視力・聴力検査（満３歳～５歳児）
●健康診断

●水・プールあそび開始
●七夕まつり
●夏まつり

●秋の遠足

●収穫祭

●作品展★
●おもちつき
●クリスマス会

●新年おたのしみ会
●視力・聴力検査（満３歳～５歳児）

●生活発表会★

●お別れ会　●卒園式★



食育集会を定期的に行い、命の大切さや食事のマナーや栄養など子どもたちに伝えています。

今日の給食は何ですか？と
毎日給食の先生とお話しています

食育について

同年代の友達とだけではなく、異年齢児の友だち
と一緒に遊ぶことで様々な刺激を互いに受けあい
ながら、協調性や社会性、友だちを思いやる気持ち
を養います。

毎週火曜日に幼児クラスは動きのリズムを行って
います。ピアノの音を聴いて動き、瞬発力・集中力・
持続力を養い、リズム感・音感を身に付け、人や物
にぶつからない為の身を交わす感覚なども養って
いきたいと思います。

こども園の園庭や周りには自然がたくさんあり
ます。鳥の声が聞こえ、虫や草花いっぱい遊べる
環境の中、「生きる力」「豊かな感性」「命を大切に
する心」を見て、触って自然あそびを通して育み
ます。

造形活動に間違いはなく、子どもたちの感性を
大切にしながら自由に表現する楽しさや、イメージ
したものを形にする経験を積み重ね、子どもたち
の「おもしろい！」「もっとやりたい！」に寄り添い、
想像力・積極性・協調性を育みます。

離乳食は、子どもの発達・授乳状況・家庭での状況などに合わせて保護
者と確認・相談しながら実施しています。

また食物アレルギーについては、医師の診断書に基づいて、アレルギーの
原因となる食品の除去または一部代替え等の対応をしています。対応
については保護者と担任、調理員の三者で事前に相談しています。

～自園で調理し、できたての給食を提供しています！～ 教育・保育内容について ～園の特色～

菜園活動

社会性や思いやりの気持ちが芽生える
『異年齢児交流』

ドキドキ！ワクワク！！
夢中になれる『造形あそび』

しなやかな身体を育てる
『動きのリズム』

五感を通して感じる・あそぶ
『自然豊かなこども園』

● お腹がすくリズムを整える

● 好きなものや食べたいものを増やす

● みんなで一緒に食べたいと思える工夫

● 食事づくりや準備に関わる

● 食べものを話題にする
食事に関わるいろいろな会話や手遊び、絵本等を通じて、食べることの楽しさ
を感じるとともに、自分や周りの人の体を大切にする気持ちもあわせて育てて
いくようにしています。

調理のお手伝いや菜園活動、クッキングを体験の場とし直接食材に触れる
機会がもてるようにしています。

「みんなで一緒に食べることは楽しい」ということを、日々の生活の中で当たり
前に感じられるよう配慮しています。

いろいろな食材に触れることで興味が持てるよう菜園活動などさまざまな
活動を取り入れています。また、給食のメニューや調理に工夫を凝らし、「食べ
たいもの」を増やしていけるように取り組んでいます。

規則正しい生活リズムをつくり、午前中は思いっきり体を使って遊び、給食の
時間にはしっかり食べられるようしています。


